
知ってみよう！
生協のヒミツ

コープデリグループは、事業と活動を通して「S
エスディージーズ

DGs（持続可能な開発目標）」の達成を目指しています。
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7月30日7月30日

株式会社
（スーパー・通販など）生協

出資するのは
組合員

出資するのは
株主

剰余金（利益）が
出たら組合員に
分配される

利益が出たら
株主に分配される

目的は組合員
一人ひとりのくらしを
守り、より良くすること

目的はより多くの
利益を生み出し、株主に

還元すること

組合員
みんなが
運営に参加

運営するのは
株主総会で
選ばれた人

最高議決機関は
総代会・
1人1票

最高議決機関は
株主総会・
1株1票

利用するのも
組合員

利用するのは
不特定の消費者

ここがフシギ！

生協と株式会社、何が違うの？

※2024年度末、日本生活協同組合連合会調べ

7 月30 日は「生協の日」！

食品や日用品を購入するだけなら、スーパーマーケットやインターネット通販などでもできます。生協が企業（株
式会社）と大きく異なるのは、事業の元手となるお金を出す（出資する）人が、商品やサービスを利用しているこ
と。そして、組合員一人ひとりの願いをかなえることが目的で、組合員が平等に意見を言う権利があること。株式
会社はより多くの利益を生み出して株主に還元することが目的で、たくさんの株を所有する大株主の意見が経営に
影響を与えることがあります。

生協は「消費生活協同組合法（生協法）」という法律で定められていて、コープデリグループ
のような宅配やお店を展開する「地域生協」や、医療・福祉事業を担う「医療生協」、大学の学
生や教職員のための「大学生協」などがあります。全国の生協数は500以上、組合員は3000
万人以上！※　生協は、私たちのくらしにとって身近な存在でもあります。
こうした生協の事業や活動をもっと知っていただくため、7月30日が「消費生活協同組合の
日（生協の日）」として記念日登録されました。これは生協法が公布された1948年7月30日に
ちなんだもの。生協の日に向けて、宅配やお店ではお買い得な商品をご案内するキャンペーン
を実施します。ぜひチェックしてみてください！

宅配では、組合員の皆さんや
職員の「推し」商品も
紹介する予定です。

このマークをチェック！

私たちが利用している「生協（コープ）」。
今回は、生協の成り立ちや仕
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コーププラス
×

SDGs
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生活協同組合
CO-OPERATIVE

みんなで出資する（加入）

みんなの「願い」を

協力して
実現します

子ども向けの
商品がほしいな

買い物が便利に
なるといいな

住み慣れた街に
暮らし続けたい

地域で気の合う
お友達がほしい

みんなで
運営する

みんなで
利用する

協同組合の取り組みは、SDGsにつながっている

SDGs

「誰一人取り残さない」
社会の実現へ 

リサイクルの
推進など

環境への配慮 再生紙に

生産者への支援など
持続可能な生産・
消費の取り組み

フードドライブ
など支え合える

地域づくり

例えば

は「生協の日」!は「生協の日」!

知ってた？

生協の歴史は180 年以上！イギリスが起源

生協は、S
エスディージーズ

DGs 達成への重要な存在
世界が認める！

世界で最初の生協は、19世紀のイギリスで誕生しました。産業革
命が始まって生産が飛躍的に増えた一方、工場で働く人々は低賃金・
長時間労働を強いられていました。また商店でもパンなどに混ぜ物
が入っていたり、量目がごまかされたりと、苦しい生活をしていま
した。そんな生活に耐えかねた人々が、お金を出し合って自分たち
のためのお店をオープンしたのが、生協の始まりです。
日本では、第二次世界大戦後の物価高や食品の安全性に不安が高

まる中で、「手頃な価格で商品を手に入れたい」「安全なものを安心
して食べたい」と願う人々が、全国各地で生協を設立しました。こ
うした成り立ちから、生協は組合員同士がみんなの願いをかなえる
組織となったのです。私たち自身がお金（出資出資金）を出し合って組
合員となり、商品やサービスを利用利用し、意見を出し合って運営運営の方
向性を決める、「私たちが主役」の組織と言えます。

スーパーや株式会社と、どんなところが違うかご存じですか？
組みから、「私たちが主役！」な生協の姿に迫ります。

今回の取り組みは、目標17：

につながっています。

出資金は、みんなの願いをかたちにするために
持ち寄る大切なお金。商品づくりや宅配・
お店の事業などの元手として活用します。

「もったいないから、牛乳パックはリサイク
ルしてほしい」「困っている人を支援したい」
といった組合員の声から、生協はリサイクル
活動やフードドライブの推進など、持続可能
な社会づくりに取り組んできました。人と人
とのつながりを大切にしながら、より良い社
会を目指す生協の活動は、SDGsが目指す「誰
一人取り残さない」社会と同じもの。生協（協
同組合）は、SDGsの目標達成に向けた重要
なステークホルダー（関係者）の一つとして
位置づけられています。
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